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□旧尾崎中学校校舎撤去に至った経緯 
 

・R2.1.14～2.7  認定こども園と整備用地を有効活用した事業提案募集 

・R2.2.10～3.19  応募申し込み期間 

・R2.6.17     2 法人から応募があり社会福祉法人夢らんど二田に決定 

         ※校舎活用事業は R8 年４月までに開始すること（段階的に開始） 

・R2.11.17    市有財産使用貸借仮契約締結及び土地使用貸借に係る仮契約書締結 

         ①ア）土地使用貸借に係る仮契約書（土地 8,490.80 ㎡（園整備分） 

          ・施設整備交付金の協議書等を提出すること。 

・財産の無償貸付けの議案を R2年 12月議会に提出すること。 

・使用貸借期間：令和 3年 1月 1 日～令和 4年 3月 31日 

         ②イ）市有財産使用貸借仮契約書（土地 10,891.38㎡ 建物（屋内運 

動場等） 

          ・こども園設置認可申請書等を提出すること。 

          ・財産の無償貸付けの議案を R2年 12月議会に提出すること。 

・使用貸借期間：令和 4年 4月 1 日～令和 14 年 3月 31日 

         ③ウ）市有財産使用貸借仮契約書（土地 5,073.72㎡等（校舎部分等） 

建物（管理棟及び教室棟等（校舎）等）：別紙参照 

          ・子育て支援事業等の提案した事業の開始にあたり、令和 5年 3月 

31日までに協議すること。 

          ・財産の無償貸付けの議案を R2年 12月議会に提出すること。 

・使用貸借期間：令和 5年 4月 1 日～令和 14 年 3月 31日 
 

◆R2.12 子育て拠点整備特別委員会（会議録） 

     →10年後は原則として処分、売払いをさせていただく旨の答弁 
 

★R2.12議会 財産（土地・建物）の無償貸付けの議決 

 ア）無償貸付期間 令和 3 年 1 月 1日～令和 4年 3月 31日まで 

  （１）土地 8,490.80㎡（園整備分） 

 イ）無償貸付期間 令和 4 年 4 月 1日～令和 14 年 3月 31日まで 

  （１）土地 10,891,38 ㎡（園整備分と屋内運動場分等） 

  （２）建物 1,258㎡等（屋内運動場等） 

 ウ）無償貸付期間 令和 5 年 4 月 1日～令和 14 年 3月 31日まで 

  （１）土地 5,073.72㎡等（校舎部分等） 

  （２）建物 4,073㎡等（校舎部分等） 
 

・R3.1.1  土地使用貸借契約 令和 3 年 1 月 1日～令和 4年 3 月 31日まで 

      ※上記（ア）分 8,490.80 ㎡ 
 

●R3.8     校舎外壁の一部剥落 
 

●R3.11～R4.2  外壁調査：劣化状況が悪く補修が必要。防水は劣化が激しく雨漏り発生 
 

●R4.3.16      外壁補修工事費 約 57 百万円の試算 
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・R4.3.22  市有財産使用貸借契約  令和 4 年 4月 1日～令和 14 年 3月 31日まで 

            ※上記（イ）分 土地 10,891.38㎡ + 屋内運動場等 
 

・R4.4.1  認定こども園（飛鳥ゆめ学舎）開園 
 

●R4.7.15  大規模改修工事費 約 865 百万円の試算 

       解体工事費       約 250 百万円の試算 
    

●建物の管理瑕疵により事故等が発生した場合、市の管理責任が免れない。 

●撤去に向けた、運営事業者との協議と覚書の検討等 
 

★R4.12 令和４年度一般会計補正予算（第 10号）債務負担行為補正（債務負担行為追加） 

◇旧尾崎中学校校舎棟解体工事設計委託（R4～5 11,673 千円） 

★議決後 

・R5.2 入札 業者決定 

 ・R5.3 契約締結 
 

●R5.3.1 覚書の締結：別紙参照 

・議決を要する事項については、議決をもって効力が生じるものとする。 

     ※R2.11.17に締結した仮契約にて、子育て支援事業等の事業開始にあたり、R5 

年 3月までに協議するとしていたため覚書を締結したもの。 

     ※ウ）は校舎撤去の方針としたため、契約締結には至っていない。 
 

◆R5.3 予算常任委員会（会議録） 

     →①利用者の安全性確保等を総合的に勘案して撤去を行うこととした旨の答弁 

②（無償貸与期間経過後の土地は）直ちに用地全体について土地を買い取って 

いだく旨の答弁など 
 

★R5.3 令和５年度当初予算 

 ◇旧尾崎中学校校舎棟解体工事設計委託料 11,673千円 

 ★議決 

→履行期限 令和 5 年 8月 31日 

 ◎解体撤去事業費の見積額 326,196 千円の積算 
 

★R5.12 令和５年度補正予算 債務負担行為補正（債務負担行為追加） 

◇旧尾崎中学校校舎解体事業（R5～6 326,196千円） 計上 

 ★議決 

・R6.2 入札 業者決定 約 240百万円  

※別途監理委託料あり 
 

 

★R6.3 議案第２７号 工事請負契約の締結について 上程中 

 ◇旧尾崎中学校校舎棟解体工事 指名競争入札 金額 239,656,725円 

  ※旧尾崎中学校校舎を解体するための措置 
 

★R6.3 令和６年度一般会計当初予算 上程中 

 ◇旧尾崎中学校校舎棟解体工事 予算額 321,123 千円 

◇旧尾崎中学校校舎棟解体工事監理委託料 予算額 5,073 千円 
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■旧尾崎中学校校舎棟　解体撤去時と修繕時の負担・効果比較について

内　容 事業費 財　源 備　考

・旧尾崎中　大規模改修工事 807,829,000円 ・一般財源 ・無償貸付終了後、売却

・　　　　〃　　　　　設計 42,995,000円 ・一般財源

・　　　　〃　　　　　監理 14,897,000円 ・一般財源

・今後の維持補修費 未定

合　計 865,721,000円 一財　865,721,000円

・旧尾崎中　解体工事費 239,656,725円 ・起債90％215,600千円 ・無償貸付終了後、売却

・　　　　〃　　　設計 5,392,200円 ・起債90％4,800千円 ・交付税算入なし

・　　　　〃　　　監理（予算額） 5,073,000円 ・起債90％4,500千円

・今後の維持補修費 なし

一財　25,221,925円

起債　224,900,000円

※①の大規模改修工事については、直近の校舎大規模改修の本市実績（平成28年度波太小学校校舎大規模改修等工事）を参考に、

　物価上昇指数を考慮し算出。

※②の起債は、事業費×90％（10万円止め）で計算。

※鑑定による旧尾崎中学校用地全体の土地評価（R4年）は、約4.6億円。（校舎は除却。屋内運動場は、現状有姿。）

①修繕
（大規模改修）

②解体撤去

合　計 250,121,925円
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